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(57)【要約】
【課題】スライダーをカバーすることで、当該スライダ
ーとファスナーエレメントとの相対移動を制限若しくは
禁止することのできるスライドファスナーの施錠構造を
提供すること。
【解決手段】袋状をなすケース１０の開口部１０Ａにス
ライドファスナーＦが設けられている。開口部１０Ａ近
傍の片側コーナー部には片状のカバー部材１１がケース
１０の表裏各外面側に取り付けられている。カバー部材
１１は、開口部１０Ａよりも外側に突出するように折り
返し可能であり、当該折り返した状態で、カバー部材１
１の面内に形成された施錠孔１１Ａと、スライドファス
ナーＦを構成するスライダー１４の連結孔２６に施錠具
Ｋの錠杆３０を挿入して施錠することで、スライドファ
スナーＦの開放操作が禁止される。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケース開口部の形成縁に設けられるとともに相互に噛み合い可能な一対のファスナーエ
レメントと、これらファスナーエレメントに沿って移動可能に設けられたスライダーとを
含むスライドファスナーと、前記スライダーを介して前記ファスナーエレメントが前記開
口部を閉塞する所定の位置で、前記スライダーの移動を規制する施錠手段とを備えたスラ
イドファスナーの施錠構造において、
　前記施錠手段は、ケース開口部近傍に設けられるとともに前記スライダーをカバーする
位置に変位可能なカバー部材と、当該カバー部材が前記スライダーをカバーする状態でカ
バー部材の位置を固定する施錠具とを備えて構成されていることを特徴とするスライドフ
ァスナーの施錠構造。
【請求項２】
　ケース開口部の形成縁に設けられるとともに相互に噛み合い可能な一対のファスナーエ
レメントと、これらファスナーエレメントに沿って移動可能に設けられるとともに連結孔
が設けられたスライダーとを含むスライドファスナーの施錠構造において、
　前記ケースは、前記スライダーをカバー可能なカバー部材を備え、当該カバー部材は施
錠孔を有するとともに、前記連結孔に重ね合わせた状態で施錠可能に設けられていること
を特徴とするスライドファスナーの施錠構造。
【請求項３】
　前記ケースは可撓性を有する袋状をなし、前記カバー部材は面内に施錠孔を備えている
とともに、一端が前記開口部から突出する方向に折り返し可能に設けられ、当該折り返し
た状態で各カバー部材の施錠孔に施錠具の錠杆を挿入して連結することで、前記スライダ
ーがカバーされることを特徴とする請求項１又は２記載のスライドファスナーの施錠構造
。
【請求項４】
　前記カバー部材は、前記ケース開口部近傍の外面側に取り付けられた表裏一対のシート
材により構成されていることを特徴とする請求項１、２又は３記載のスライドファスナー
の施錠構造。
【請求項５】
　前記施錠手段は、前記スライダーの上面側に設けられた突部を更に含み、当該突部には
、前記施錠具を介して前記カバー部材と一体化させる連結穴が形成されていることを特徴
とする請求項１ないし４の何れかに記載のスライドファスナーの施錠構造。
【請求項６】
　前記スライダーは対向配置されて離間接近可能に設けられ一対のスライダーを含み、こ
れらスライダーが前記カバー部材によって全体的にカバーされた状態で、当該カバー部材
とスライダーとが施錠具を介して一体化されることを特徴とする請求項１ないし５の何れ
かに記載のスライドファスナーの施錠構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はスライドファスナーの施錠構造に係り、特に、袋状をなすケースの開口部に設
けられたスライドファスナーの開放を制限若しくは禁止することのできるスライドファス
ナーの施錠構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ブリーフケース等においては、その開口部を開閉する機構としてスライドファスナーが
用いられている。このスライドファスナーは、一対のファスナーテープの各端縁に設けら
れて相互に噛合及び噛合解除可能なファスナーエレメントと、これらファスナーエレメン
ト間に配置されるとともに、当該ファスナーエレメントに沿って移動可能に設けられて前
記開口部の開閉を行うスライダーとにより構成されている。このスライドファスナーは、
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開口部の開閉を容易に行うことができるとともに、スライダーの位置に応じて開口量の調
整を行うこともでき、種々の物品に利用されている。
【０００３】
　しかしながら、このようなスライドファスナーにあっては、開口部の開閉が容易である
反面において、ケース内部への第三者によるアクセスも許容し易い、という側面がある。
　特許文献１には、このようなアクセスを禁止することのできるスライドファスナーの施
錠装置が開示されている。
【特許文献１】特開２００６－８１８２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に開示された施錠装置は、スライドファスナーと、当該スライドファスナー
を構成するスライダーと連結される封鎖止具とを備え、スライダーの施錠孔と、封鎖止具
側の施錠孔とに南京錠等からなる施錠具の錠杆を挿通することでスライダーの移動が禁止
できるようになっている。
　しかしながら、スライドファスナーは、ファスナーエレメントが設けられたファスナー
テープを相互に引き離すように両手で引張力を付与すると、スライダーが施錠位置にある
にもかかわらず、前記引張力によってケース開口部が波打つように変形し、結果的にファ
スナーエレメントとスライダーとの相対移動を許容して内部へのアクセスを可能とする大
きな隙間若しくは空間を形成してしまう、という不都合がある。特に、ケースが袋状の繊
維製品である場合には、折り畳んだり、丸めたりすることができる可撓性を備えているた
め、前記不都合は一層顕在化する。
【０００５】
　［発明の目的］
　本発明は、このような不都合に着目して案出されたものであり、その目的は、スライダ
ーをカバーすることで、当該スライダーとファスナーエレメントとの相対移動を制限若し
くは禁止することのできるスライドファスナーの施錠構造を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記目的を達成するため、本発明は、ケース開口部の形成縁に設けられるとともに相互
に噛み合い可能な一対のファスナーエレメントと、これらファスナーエレメントに沿って
移動可能に設けられたスライダーとを含むスライドファスナーと、前記スライダーを介し
て前記ファスナーエレメントが前記開口部を閉塞する所定の位置で、前記スライダーの移
動を規制する施錠手段とを備えたスライドファスナーの施錠構造において、
　前記施錠手段は、ケース開口部近傍に設けられるとともに前記スライダーをカバーする
位置に変位可能なカバー部材と、当該カバー部材が前記スライダーをカバーする状態でカ
バー部材の位置を固定する施錠具とを備えて構成される、という構成を採っている。
【０００７】
　また、本発明は、ケース開口部の形成縁に設けられるとともに相互に噛み合い可能な一
対のファスナーエレメントと、これらファスナーエレメントに沿って移動可能に設けられ
るとともに連結孔が設けられたスライダーとを含むスライドファスナーの施錠構造におい
て、
　前記ケースは、前記スライダーをカバー可能なカバー部材を備え、当該カバー部材は施
錠孔を有するとともに、前記連結孔に重ね合わせた状態で施錠可能に設けられる、という
構成を採ることができる。
【０００８】
　本発明において、前記ケースは可撓性を有する袋状をなし、前記カバー部材は面内に施
錠孔を備えているとともに、一端が前記開口部から突出する方向に折り返し可能に設けら
れ、当該折り返した状態で各カバー部材の施錠孔に施錠具の錠杆を挿入して連結すること
で、前記スライダーがカバーされる、という構成を採ることが好ましい。
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【０００９】
　また、前記カバー部材は、前記ケース開口部近傍の外面側に取り付けられた表裏一対の
シート材により構成することが更に好ましい。
【００１０】
　更に、前記施錠手段は、前記スライダーの上面側に設けられた突部を更に含み、当該突
部には、前記施錠具を介して前記カバー部材と一体化させる連結穴が形成される、という
構成を採ることが好ましい。
【００１１】
　また、前記スライダーは対向配置されて離間接近可能に設けられ一対のスライダーを含
み、これらスライダーが前記カバー部材によって全体的にカバーされた状態で、当該カバ
ー部材とスライダーとが施錠具を介して一体化される、という構成を採るとよい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、一対のスライドエレメントを噛み合わせて開口部を閉塞した状態で、
スライダーが位置する領域をカバー部材でカバーする構成であるため、スライダーの移動
操作を禁止することができ、ケース内への第三者のアクセスを効果的に防止することがで
きる。
　特に、カバー部材が表裏一対のシート材によって構成され、これらシート材が開口部か
ら突出するように折り返された状態で施錠具で両者を一体化させる構成では、カバー部材
が取り付けられている領域におけるケースの表裏を引き離す引張力を付与しても、当該引
張力がスライドエレメントに及ぶことがないため、スライドエレメントとスライダーとが
相対移動してスライドエレメントの噛み合い状態を解除してしまうという不都合も解消す
ることができ、特に、ケースが可撓性を備えた材料で構成されている場合の実用性を高め
ることができる。
【００１３】
　なお、本明細書において、「可撓性を有する」とはケースの曲げ、折り畳み、或いは丸
めたりすることを通常の力で行える程度の柔らかさを有するものについて用いられる。ま
た、「カバー」するとは、スライダーを全体的に覆う場合の他、一部を覆う場合も含む。
更に、「施錠具」とは、鍵を用いて開錠可能となる南京錠や、鍵を必要としないダイヤル
錠等の他、結束部材等をも含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の好ましい実施形態を、図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１５】
　図１には、本発明に係るスライドファスナーの施錠構造が適用されたケースの概略斜視
図が示され、図２には、そのＡ－Ａ線矢視拡大断面図が示されている。これらの図におい
て、ケース１０は繊維シート等の可撓性を備えた材料により構成され、平面形状が略方形
をなす有底の扁平な袋状に設けられている。このケース１０は、図１中右端側が開口部１
０Ａ（図２参照）とされる一方、左端側が底部１０Ｂとされ、上下は、側縁１０Ｃとされ
ている。ケース１０の一方の外側面には、透明な樹脂シートからなるポケット袋Ｐが周囲
を溶着等の手段を用いて固定されており、当該ポケット袋Ｐの面内に切り込みＰ１が形成
され、この切り込みＰ１を通じて見出し用紙等が挿入できるようになっている。また、ケ
ース１０の外側各面（表裏各面）において、前記開口部１０Ａ側の片側コーナー近傍には
、施錠手段を構成するカバー部材１１がそれぞれ取り付けられている。これらカバー部材
１１は平面視略方形をなす繊維製のシート材により構成され、図１中右端側を固定端とす
る一方、左端側を自由端として開口部１０Ａより突出する方向、すなわち、右側に折り返
しできるようになっている（図７参照）。また、カバー部材１１の面内には、鳩目などを
設けることによって形成された施錠孔１１Ａが形成され、当該施錠孔１１Ａに施錠手段を
構成する施錠具Ｋ（図７参照）の錠杆３０が挿入できるようになっている。
【００１６】
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　図３ないし図６に示されるように、前記開口部１０Ａの形成縁側にはファスナーチェン
１３が取り付けられ、当該ファスナーチェン１３には互いに対向するように位置する一対
のスライダー１４が取り付けられ、これにより、スライドファスナーＦが形成されている
。ファスナーチェン１３は、ケース１０の開口部１０Ａ側内面に一端側が固定された一対
のファスナーテープ１５と、これらファスナーテープ１５の他端側にそれぞれ設けられた
ファスナーエレメント１７とにより構成されている。なお、ファスナーチェン１３の長手
方向両端は、封止具１２を介して固定されている。
【００１７】
　前記スライダー１４は、ファスナーエレメント１３に沿って移動可能なスライダー本体
２０と、このスライダー本体２０に設けられた施錠手段を構成する突部２１と、当該突部
２１に取り付けられた片状の引手２３とからなる。突部２１は板片状をなし、その面の向
きがファスナーエレメント１７に沿うように設けられているとともに、対向するスライダ
ー側に向かってスライダー本体２０よりも長く設けられている。突部１７の面内には、前
記引手２３の取付穴２５及び前記施錠具Ｋの錠杆３０が挿入される連結孔２６が形成され
ている。また、スライダー１４の各突部２１において、連結穴２６が形成される側の領域
は、相互の重なり合いを許容する段部２１Ａが形成されて板厚が半分程度となる薄板部２
１Ｂとして形成され、対向する突部２１の薄板部２１Ｂを重ね合わせたときに、各連結孔
２６が一致するようになっている。
【００１８】
　次に、本実施形態に係る施錠方法について説明する。
【００１９】
　スライドファスナーＦの施錠を行う場合には、図５及び図６に示されるように、対向す
るスライダー１４をカバー部材１１の側方所定位置にセットするとともに、前記薄板部２
１Ｂが重なり合うように相互に突き当てる。この状態で、図７に示されるように、各カバ
ー部材１１の自由端側（図５中左端側）を摘み、ケース１０の開口部１０Ａの外側に突出
するようにそれぞれ折り返す。これにより、カバー部材１１の施錠孔１１Ａと、スライダ
ー１４の連結孔２６とが略同一軸線上に開通するように重なることとなる。
【００２０】
　次いで、施錠具Ｋの錠杆３０を施錠孔１１Ａと連結孔２６に挿入して施錠すると、図８
に示されるように、スライダー１４がカバーされることとなり、相互に突き当てられたス
ライダー１４を離間させる操作が禁止され、スライドファスナーＦの閉塞状態が維持され
る。
【００２１】
　ところで、図４に示されるように、スライダー１４を相互に突き当てた状態において、
その突き当てた領域に対応する一対のスライドエレメント１７間には完全には噛み合って
いない部分が生ずる。従って、カバー部材１１を用いることなくスライダー１４同士を施
錠具Ｋで連結するのみとし、ケース１０の図４中左右両側を掴んで互いに引き離すような
引張力を付与した場合には、スライダー１４間にファスナーチェン１３を引き込むように
ケースが撓み変形してスライダー１４とスライドエレメント１７との相対移動を結果的に
引き起こして開口してしまうこととなる。しかしながら、本実施形態の構成によれば、一
対のカバー部材１１が合わされた状態でスライダー１４と共に施錠されているため、前記
引張力を付与しても、スライダー１４間にファスナーチェン１３を引き込む変形自体が制
限されるようになる。従って、ケース１０の意図しない開放を阻止して内部への第三者の
アクセスを禁止することができる。
【００２２】
　なお、ケース１０の開口部１０Ａを開放させる場合には、施錠具Ｋによる施錠を解除す
れば足りる。
【００２３】
　従って、このような実施形態によれば、袋状のケース１０が可撓性を備えたものであっ
ても、その撓み変形を利用した意図しない開放操作を効果的に禁止することができる、と
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いう効果を得る。
【００２４】
　本発明を実施するための最良の構成、方法などは、以上の記載で開示されているが、本
発明は、これに限定されるものではない。
　すなわち、本発明は、主に特定の実施の形態に関して特に図示し、且つ、説明されてい
るが、本発明の技術的思想及び目的の範囲から逸脱することなく、以上に述べた実施の形
態に対し、形状、材料、数量、その他の詳細な構成において、当業者が様々な変形を加え
ることができるものである。
　従って、上記に開示した形状、材質などを限定した記載は、本発明の理解を容易にする
ために例示的に記載したものであり、本発明を限定するものではないから、それらの形状
、材料などの限定の一部若しくは全部の限定を外した部材の名称での記載は、本発明に含
まれるものである。
【００２５】
　例えば、前記実施形態では、カバー部材１１によりスライダー１４をカバーした状態で
、カバー部材１１の施錠孔１１Ａと、スライダー１４の連結孔２５に施錠具Ｋの錠杆３０
を挿入してこれらを一体化させる構成を図示、説明したが、スライダー１４の移動操作を
禁止でき、しかも、ケース１０の表側と裏側に位置する各外面を相互に引き離す引張力の
付与によりファスナーエレメントとスライダーとの相対移動を阻止できるものであれば、
スライダー１４をカバー部材１１に一体化させなくてもよい。但し、前記実施形態で示し
たように、施錠具Ｋを用いてカバー部材１１とスライダー１４とを一体化させる構成とす
れば強固な施錠構造とすることができる点で有利となる。
【００２６】
　また、カバー部材１１は、一対配置としてそれらを折り返して施錠する構成としたが、
カバー部材１１を一つのみとし、当該カバー部材１１の自由端側がスライドファスナーＦ
を回り込んで反対側のケース外面側に固定されるようにスライダー１４をカバーする構成
も採用可能である。また、カバー部材１１を一つのみとし、当該カバー部材１１がスライ
ドファスナーＦを回り込むことなくスライダー１４の一部をカバーする状態としてカバー
部材１１とスライダー１４と一体化させるようにしてもよい。更に、カバー部材１１は、
開口部１０Ａの片側コーナー部に位置する構成としたが、当該位置は特に限定されるもの
ではなく、任意の位置に設けることを妨げずない。また、カバー部材１１を両側コーナー
部に設ける等の構成も採用可能である。
【００２７】
　また、スライダー１４は、一個であってもよい。要するに、本発明は、ケースの可撓性
を利用してスライドファスナーＦを強制的に開放させようとする操作を制限若しくは禁止
できる構成であれば足りる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】スライドファスナーの施錠構造が適用されたケースの平面図。
【図２】図１のＡ－Ａ線矢視拡大断面図。
【図３】図１の要部拡大図。
【図４】図３の右側面図。
【図５】一対のスライダーの連結孔を重なり合わせてカバーする直前の状態を示す要部拡
大図。
【図６】図５の右側面図。
【図７】カバー部材を折り返して施錠孔と連結用孔に施錠具の錠杆を差し込む状態を示す
要部拡大図。
【図８】施錠具を介してカバー部材とスライダーとを一体化した状態を示す要部拡大図。
【符号の説明】
【００２９】
　１０　ケース
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　１０Ａ　開口部
　１１　カバー部材（施錠手段）
　１４　スライダー
　１７　ファスナーエレメント
　２１　突部（施錠手段）
　２６　連結穴
　３０　錠杆
　Ｆ　スライドファスナー
　Ｋ　施錠具（施錠手段）

【図１】 【図２】

【図３】
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